
令和２年度 市民意識調査結果報告書（概要版） 
 

 
  市民の皆さんの暮らしの現状や、市政へのご意見を伺い、より良いまちづくりに反映さ

せるため、「市民意識調査」を実施しました。 
  調査結果は、「第２次恵那市総合計画」の推進や、今後のまちづくりの基礎データとし

て活用します。 
 
調査の概要 

1.調査の概要  市民意識調査は、市民の皆様が市の現状に対してどのように感じ評価し

ているか、また、これからの市の発展方向をどのように認識しているかな

どを把握し、より暮らしやすいまちづくりを進めるため、毎年継続して実

施しているものである。 

2.調査対象者  18 歳以上の市民から 2,500 人を無作為抽出 

3.調査方法   郵送にて配布、回収 

4.調査期間   令和２年８月 

5.回収結果   回収数 1,381 通 回収率 55.2％ 

6.回答者の性別 男性 47.5％ 女性 52.5％ 

 
Ⅰ 恵那市の魅力や、将来について 

「あなたは、これからも今の場所に住み続け 
たいですか？」の問いに対し、「住み続けたい」 
が 69.6％と最も高くなっています。年齢が高い 
世代ほど住み続けたいと考えている方が多いよ 

うです。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（1）今後、恵那市に住み続けるために何を伸ばしていくべきだと思いますか？ 
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当初 H28 H29 H30 R1 R2

⽬標 37.0 39.0 41.0 43.0 45.0

実績 33.4 24.6 25.8 29.7 33.1
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（2）市外から恵那市へ移住や定住を推進するため、どのような取り組みに力を入れるの

が良いとお考えですか？（上位 5 位） 

 

 

 

 

 

 

 

（3）今後、恵那市に住み続けるために何を伸ばしていくべきだと思いますか？の問いに

対し、上位３項目の満足度 

①医療環境が良いと感じている市民 

今年度の結果は、前年度実績比：△6.2 ポイント、今年度目標比：△1.3 ポイントと 

なりました。 

 
 
 
 
 
 
 

②働く環境が良いと感じている市民 

今年度の結果は、前年度実績比：+8.7 ポイント、今年度目標比：+5.6 ポイントとなり

ました。 

 
 
 
 
 
 
 

③子育て環境が良いと感じている子育て中の市民 

今年度の結果は、前年度実績比：+3.4 ポイント、今年度目標比：△11.9 ポイントとな

りました。 

 
 
 
 
 

当初 H28 H29 H30 R1 R2
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商業・娯楽施設の充実

出産・子育て環境の充実

土地・住宅購入の支援策の充実

医療・福祉の充実

働く場の確保、企業支援
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Ⅱ 結婚、少子化について 
「結婚の状況」としては、「結婚している」と答えた方は、全体の約７割でした。年代別で

は、30 歳未満が 15.4％、30 代・40 代が 70.8％、50 代・60 代が 80.5％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（1）結婚していない理由は？ （上位５項目） 

 
 
 
 

（2）現在のお子さんの人数、実際に持つつもりの人数、理想の人数は？ 
 
 
 
 

（3）現在のお子さんの人数が理想の人数より少ない理由は？（上位５項目）  

 

 

 

 
（4）どの条件が十分満たされていたら、理想の子どもの人数に近づけると思いますか？ 
 
 
 

 
 

 

（5）子育て支援策として何が重要だと思いますか？（上位５項目） 
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Ⅲ 新型コロナウイルス感染症の影響について 
「新型コロナウイルス感染症の影響はいつまで続くと思いますか」の問いに対し、「生活」

「仕事」両面で「２～３年以内」が５割以上でした。 

  
 
 

（1）現在どのようなことを気にかけて生活していますか？ 
 
 
 
 
 

（2）現在大事にしようと考えていることは？ 
 
 
 
 
 

 
（3）新型コロナウイルス感染症収束後にしたいことは？ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※詳しくは、恵那市市民意識調査結果報告書【詳細版】をご覧ください。 
 
                 問い合わせ先：恵那市役所まちづくり企画部企画課  
                        0573-26-2111（内線 346） 
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